
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
に
『
崎
舘
菱
臆
』
（
内
題
は

胡
氏
筆
語
巻
上
）
写
本
一
冊
（
富
士
川
本
キ
九
）
、
（
以
下
「
菱
臆
』
と

略
す
る
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
筌
臆
」
の
成
立
由
来
に
つ

い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
「
文
化
元
年
胡
兆
新
長
崎
二
来
ル
、

幕
府
医
官
小
川
文
庵
（
龍
仙
院
法
印
）
等
往
テ
兆
新
二
接
シ
テ
医
事

シ
問
ス
此
書
ハ
則
チ
ソ
ノ
時
ノ
記
事
ニ
シ
テ
、
小
川
文
庵
子
ノ
自

ラ
筆
ス
ル
所
、
崎
舘
妻
臆
ノ
稿
本
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
二
頁
目
に
胡
兆
新
が
自
筆
で
解
題
を
、
「
僕
木
三
人
発
江
戸
時

秋
仲
也
季
秋
而
到
干
崎
而
與
清
客
筆
語
数
回
而
未
有
得
一
善
也
萬

扇
之
宝
不
如
一
経
錐
然
此
挙
也
一
片
南
源
優
数
巻
可
発
一
笑
一
笑

Ｉ
蘇
門
胡
兆
新
題
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
解
題
の
内
容
が
理

解
で
き
な
い
。
い
た
ず
ら
の
文
章
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
菱
臆
』
の
巻
末
に
大
田
草
（
南
畝
、
蜀
山
人
）
が
甲
子
二
八
○
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「
崎
舘
簔
臆
」
に
つ
い
て
ｌ
清
医
の

胡
兆
新
と
幕
府
医
官
と
の
筆
談
に
つ
い
て

郭

秀
梅

四
）
立
冬
後
一
日
の
日
付
を
入
れ
た
自
筆
の
賊
文
が
あ
る
・
賊
文
に

よ
る
と
、
胡
兆
新
が
毎
月
六
回
崇
福
寺
、
聖
福
寺
で
病
人
を
診
療

し
た
が
、
か
な
り
の
効
果
を
得
た
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
菱
臆
」

の
践
文
か
ら
幕
府
医
官
の
小
川
文
庵
、
吉
田
長
達
、
千
賀
道
栄
の

三
人
が
甲
子
秋
に
長
崎
に
到
着
、
客
舘
及
崇
福
寺
、
聖
福
寺
に
胡

兆
新
を
訪
ね
て
、
医
学
の
問
題
に
つ
い
て
問
答
し
て
、
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
菱
臆
』
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
前
部
に
九
月
十
九
日
か
ら

吉
田
長
達
、
藍
川
玄
慎
、
千
賀
道
栄
、
小
川
文
篭
の
質
問
お
よ
び
、

胡
兆
新
の
回
答
の
記
録
が
あ
る
、
後
部
に
は
病
例
を
記
載
し
て
い

る
が
、
完
結
し
て
い
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。

「
菱
臆
』
で
の
質
問
内
容
は
基
礎
理
論
、
臨
床
各
科
、
針
灸
、
本

草
、
方
剤
、
薬
量
、
薬
具
、
字
義
、
風
俗
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
医
学

問
題
に
及
ん
で
い
る
。
幕
府
医
官
達
が
日
常
、
難
解
な
問
題
、
難

し
い
病
例
、
あ
る
い
は
興
味
が
あ
る
医
事
な
ど
を
、
胡
兆
新
に
聞

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
胡
兆
新
の
返
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実

地
に
則
し
て
客
観
的
に
記
す
。
胡
兆
新
は
蘇
洲
呉
県
の
民
間
医
者

で
、
古
医
書
に
詳
し
い
と
い
う
よ
り
、
臨
床
の
面
に
長
じ
て
い
た
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
臨
床
の
質
問
に
関
し
て
納
得
い
く
回
答
を
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し
て
い
る
が
、
医
学
文
献
と
考
証
学
な
ど
問
題
に
は
十
分
に
答
え

て
い
な
い
し
、
又
は
、
自
ら
分
か
ら
な
い
と
正
直
に
答
え
て
い
る

場
合
も
あ
る
。

胡
氏
が
医
官
達
と
筆
語
だ
け
で
な
く
、
聖
福
寺
、
崇
福
寺
で
病

人
を
一
緒
に
診
な
が
ら
、
脈
学
な
ど
の
検
討
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

胡
氏
の
脈
学
に
関
す
る
回
答
に
、
医
官
達
が
深
く
感
心
し
て
い
た
。

し
か
し
『
徽
瘡
秘
録
』
の
陽
城
罐
に
「
明
史
」
の
縊
死
や
『
十

便
良
方
」
の
傷
風
吹
襄
な
ど
の
質
問
に
は
、
ど
う
も
回
答
が
困
難

だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
質
問
は
胡
氏
を
へ
き
え
き
さ
せ
た
の

で
、
「
読
書
と
い
う
の
は
食
物
を
取
る
よ
う
に
、
精
微
を
取
り
、
糟

粕
を
捨
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
た
し
な
め
、
九
月
二
十
四
日

に
諸
医
官
に
「
読
書
は
勇
一
窒
『
素
」
か
ら
初
め
て
、
『
傷
寒
論
」

「
金
置
」
の
次
に
金
元
四
家
な
ど
次
第
に
進
み
、
諸
家
学
説
の
中

の
無
意
義
な
内
容
は
吸
収
し
て
い
け
な
い
と
い
う
訓
諭
し
て
い

「
簔
臆
」
は
「
清
医
胡
兆
新
問
答
録
』
に
続
き
、
胡
兆
新
が
来
日

し
て
か
ら
従
事
し
た
医
事
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
豊
富
か

る
○

っ
簡
明
で
あ
る
。

『
菱
臆
」
に
あ
る
質
問
と
同
じ
も
の
が
「
清
医
胡
兆
新
問
答
録
』

に
み
ら
れ
る
、
例
え
ば
、
初
生
小
児
断
膀
法
、
妊
娠
腹
帯
、
喝
匡

烏
質
閣
答
、
即
ち
早
打
肩
、
三
皇
廟
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら

見
る
と
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
日
本
の
医
者
達
に
重
視
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
史
実
か
ら
、
ほ
ぼ
二
百
年
前
、
中
日
両
国
の
学
者
が

対
面
し
、
筆
談
に
よ
り
交
流
し
た
様
子
が
生
き
生
き
と
再
現
さ
れ

る
。
同
時
に
、
そ
の
時
代
の
両
国
の
医
学
の
現
状
も
見
え
る
。
更

に
、
今
日
の
私
達
は
江
戸
時
代
の
学
者
達
が
中
国
医
学
を
熱
意
を

も
っ
て
追
究
し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

本
文
に
つ
い
て
、
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授
、
茨
城
大
学
真

柳
誠
教
授
の
御
指
導
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
／
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合

研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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